
年度　授業計画（シラバス）

30 (1) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定
具体的学習法②：過去問題の活用法

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

教員より提示された学習法を実践できる

各コマに
おける

授業予定
具体的学習法③：まとめ資料の活用法

2026

専門分野 授業の方法 演習

授業時数(単位数)必修

日々の学習の中で様々な方法を試し、自身にあった学習方法を探る
これまでの学習内容（特に1年次）を確実に復習しておく

期末試験100%　※課題の提出をもって成績評価の対象とする

第
4
回

使用教材

配布資料
テキスト

授業以外での準備学習
の具体的な内容

自身の国家試験対する
気持ちを見つめなおして
おく

第
5
回

第
2
回

配布資料
テキスト

自身の国家試験対する
気持ちの変化を感じて
おく

第
3
回

配布資料
テキスト

提示された学習法を実
践し、問題点をみつけて
おく

内　　　容

国家試験学習が既に始まっていることへの気づきと自身の状況
の把握

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

配布資料
テキスト

提示された学習法を実
践し、問題点をみつけて
おく

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

教員より提示された学習法を実践できる

科  目  名

鍼灸美容学科

総合医学演習Ⅱ

科　目　区　分

配布資料
各科目のテキスト

3年からの国家試験学習を見据え、自身で学習できる方法を学ぶ。また、自身で解決できない問題に遭遇した際の解決方法
を学ぶ。
また、2年までに学習する内容（特に、解剖学、生理学、東洋医学概論、経絡経穴概論）を復習し、国家試験に耐えうる知識を
身に付ける。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

講義室2年生 教室名

国家試験勉強の多くは一人の時間です。学校での学習がもちろん土台ですが、それをより高度に理解するには自身での学習
が絶対に必要です。そのための方法をこれまでの学習の復習をしながら必ず身に付けてください。

担 当 教 員 北田覚
実務経験と

その関連資格

配布資料
テキスト

ノート整理を実践し、問
題点をみつけておく

オリエンテーション
国家試験に向けて

授業の
方法

第
1
回

講
義
演
習
形
式

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

自身を客観視する重要性について述べられる

各コマに
おける

授業予定
自身を見立てる力の重要性

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

教員より提示された学習法を実践できる

各コマに
おける

授業予定
具体的学習法①：まとめる学習法



第
14
回

配布資料
テキスト

問題演習で不足してい
る知識について自己お
よびグループでの学習
で補っておく

第
12
回

配布資料
テキスト

問題演習で不足してい
る知識について自己お
よびグループでの学習
で補っておく

第
13
回

配布資料
テキスト

問題演習で不足してい
る知識について自己お
よびグループでの学習
で補っておく

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

これまでの学習法を活用し、国家試験問題を解ける
解けなかった問題について自身及びグループで学習できる

第
10
回

配布資料
テキスト

グループ学習で行った
内容を自己学習にて理
解を深めておく

第
11
回

配布資料
テキスト

問題演習で不足してい
る知識について自己お
よびグループでの学習
で補っておく

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

これまでの学習法を活用し、国家試験問題を解ける
解けなかった問題について自身及びグループで学習できる

各コマに
おける

授業予定
国家試験過去問題演習⑤

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

これまでの学習法を活用し、国家試験問題を解ける
解けなかった問題について自身及びグループで学習できる

各コマに
おける

授業予定
国家試験過去問題演習⑥

第
8
回

配布資料
テキスト

グループ学習で行った
内容を自己学習にて理
解を深めておく

第
9
回

配布資料
テキスト

グループ学習で行った
内容を自己学習にて理
解を深めておく

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

これまでの学習法を活用し、国家試験問題を解ける
解けなかった問題について自身及びグループで学習できる

各コマに
おける

授業予定
国家試験過去問題演習③

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

これまでの学習法を活用し、国家試験問題を解ける
解けなかった問題について自身及びグループで学習できる

各コマに
おける

授業予定
国家試験過去問題演習④

配布資料
テキスト

グループ学習で行った
内容を自己学習にて理
解を深めておく国家試験過去問題演習②

グループ学習で行った
内容を自己学習にて理
解を深めておく

第
6
回

第
7
回

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
15
回

配布資料
テキスト

問題演習で不足してい
る知識について自己お
よびグループでの学習
で補っておく

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

これまでの学習法を活用し、国家試験問題を解ける
解けなかった問題について自身及びグループで学習できる

各コマに
おける

授業予定

配布資料
テキスト

授業の
方法 内　　　容

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

これまでの学習法を活用し、国家試験問題を解ける
解けなかった問題について自身及びグループで学習できる

各コマに
おける

授業予定
国家試験過去問題演習①

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

これまでの問題演習を解ける

各コマに
おける

授業予定
総合確認問題、まとめ

各コマに
おける

授業予定
国家試験過去問題演習⑦

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

これまでの学習法を活用し、国家試験問題を解ける
解けなかった問題について自身及びグループで学習できる

各コマに
おける

授業予定
国家試験過去問題演習⑧

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

これまでの学習法を活用し、国家試験問題を解ける
解けなかった問題について自身及びグループで学習できる

各コマに
おける

授業予定
国家試験過去問題演習⑨


